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１
月
か
ら
再
就
職
支
援
の
た
め
の
給
付

金
交
付
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
子
育
て
世
代
の
再
就
職

を
応
援
す
る
た
め
の
給
付
金
を
交
付
し
ま

す
。い

ず
れ
の
給
付
金
も
、
20
歳
未
満
の
子

を
扶
養
し
て
お
り
、
会
社
の
閉
鎖
な
ど
、
会

社
都
合
で
離
職
し
た
市
民
が
対
象
で
す
。

給
付
金
は
、
毎
月
７
日
ま
で
に
申
請
さ
れ

た
も
の
を
そ
の
月
内
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

交
付
期
間
は
、
離
職
日
か
ら
最
長
３
年
間

で
す
。

●
再
就
職
支
援
給
付
金
（
求
職
中
）

失
業
保
険
な
ど
の
給
付
が
終
了
し
た

後
に
、
扶
養
し
て
い
る
子
ど
も
の
人
数

2 2013年2月号

市
内
に
あ
る
自
宅
か
ら
通
勤
す
る
場

合
、
通
勤
費
を
補
助
す
る
た
め
の
給
付

金
を
交
付
し
ま
す
。

給
付
額
（
月
額
）

通
勤
に
か
か
る
経

費
の
う
ち
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ
る
通

勤
手
当
を
除
き
、
不
足
分
最
大
５
万
円
。

申
請
に
必
要
な
書
類

・
離
職
票
な
ど
離
職
日
と
離
職
理
由
の

わ
か
る
書
類

・
通
勤
し
て
い
る
事
業
所
の
名
称
、
場
所
、

勤
務
開
始
日
な
ど
が
わ
か
る
書
類

・
給
与
明
細
な
ど
通
勤
費
の
支
給
の
有

無
、
金
額
の
わ
か
る
書
類

・
通
勤
経
路
お
よ
び
経
費
の
わ
か
る
書
類

・
退
職
金
額
が
わ
か
る
書
類

給
付
の
制
限
が
あ
る
人

・
退
職
金
が
１
５
０
０
万
円
以
上
の
人

・
前
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
を
越
え
る
人
（
所
得
制
限
を
越
え

に
応
じ
た
給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

給
付
額
（
月
額
）

１
人
目
は
３
万
円
、

２
人
目
以
降
は
１
人
に
つ
き
２
万
円

申
請
に
必
要
な
書
類

・
離
職
票
な
ど
離
職
日
と
離
職
理
由
の

わ
か
る
書
類

・
就
職
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
書
類

・
退
職
金
の
額
が
わ
か
る
書
類

給
付
の
制
限
が
あ
る
人

・
退
職
金
が
１
５
０
０
万
円
以
上
の
人

・
前
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
を
越
え
る
人
（
所
得
制
限
を
越
え

て
い
る
間
）

・
失
業
保
険
な
ど
の
公
的
支
援
を
受
け

て
い
る
人

●
通
勤
費
補
助
給
付
金
（
再
就
職
後
）

遠
隔
地
（
南
房
総
市
・
館
山
市
・
鴨

川
市
・
鋸
南
町
以
外
）
に
再
就
職
し
、

離
職
者
　
緊
急
対
策
（
詳
報
）

再
就
職
支
援給

付
金
交
付
事
業

て
い
る
間
）

・
再
就
職
し
た
時
点
で
15
歳
未
満
ま
た

は
、
65
歳
以
上
の
人

●
単
身
赴
任
家
賃
補
助

給
付
金
（
再
就
職
後
）

遠
隔
地
（
南
房
総
市
・
館
山
市
・
鴨

川
市
・
鋸
南
町
以
外
）
に
再
就
職
し
、

単
身
赴
任
と
な
っ
た
場
合
に
家
賃
を
補

助
す
る
た
め
の
給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

給
付
額
（
月
額
）

家
賃
に
か
か
る
経

費
の
う
ち
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ
る
住

居
手
当
を
除
き
、
不
足
分
最
大
５
万
円
。

申
請
に
必
要
な
書
類

・
離
職
票
な
ど
離
職
日
と
離
職
理
由
の

わ
か
る
書
類

・
勤
務
し
て
い
る
事
業
所
の
名
称
、
場

所
な
ど
が
わ
か
る
書
類

・
給
与
明
細
な
ど
家
賃
補
助
の
支
給
の

有
無
、
金
額
の
わ
か
る
書
類

近
隣
の
大
規
模
な
工
場
閉
鎖
や
、
事
業
所
の
閉
鎖
が
相
次
ぐ
な
か
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

先
月
号
の
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
で
市
に
よ
る
再
就
職
や
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
支
援
事
業
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
月

号
で
は
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

商
工
観
光
課
　
蕁
33
―
１
０
９
２

問
申



と
き
…
全
額
免
除

・
再
就
職
し
、
勤
務
期
間
が
貸
付
期
間
と

同
じ
に
な
っ
た
と
き
…
半
額
免
除

ほ
か
に
も
新
規
就
農
を
支
援
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

青
年
就
農
給
付
金

●
準
備
型

道
府
県
が
認
め
る
道
府
県
農
業
大
学

校
や
先
進
農
家
・
先
進
農
業
法
人
な
ど

で
研
修
を
受
け
る
新
規
就
農
希
望
者

に
、
最
長
２
年
間
、
年
間
１
５
０
万
円

を
給
付
し
ま
す
。

給
付
者
の
主
な
要
件
（
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
）

①
就
農
予
定
時
の
年
齢
が
原
則
45
歳
未

満
で
、
農
業
経
営
者
と
な
る
こ
と
に

強
い
意
欲
が
あ
る
こ
と

②
独
立
・
自
営
就
農
ま
た
は
雇
用
就
農

を
目
指
す
こ
と

③
研
修
計
画
が
、
国
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と

④
常
勤
の
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
な

い
こ
と

⑤
生
活
保
護
、
求
職
者
支
援
制
度
な
ど
、

生
活
費
を
支
給
す
る
国
の
ほ
か
の
事

業
と
重
複
受
給
で
な
い
こ
と

32013年2月号

・
家
賃
の
金
額
の
わ
か
る
書
類

・
単
身
赴
任
者
が
住
民
票
を
移
動
し
て

い
る
場
合
、
本
人
の
住
民
票
謄
本

・
退
職
金
の
額
が
わ
か
る
書
類

給
付
の
制
限
が
あ
る
人

・
退
職
金
が
１
５
０
０
万
円
以
上
の
人

・
前
年
度
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得

制
限
を
越
え
る
人
（
所
得
制
限
を
越

え
て
い
る
間
）

・
再
就
職
し
た
時
点
で
15
歳
未
満
ま
た

は
65
歳
以
上
の
人

起
業
や
再
就
職
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
た
め
、
職
業
能
力
開
発
校
な
ど

で
修
学
す
る
た
め
の
奨
学
金
の
貸
付
を
４

月
か
ら
行
い
ま
す
。

一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
貸
付
金
の

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象

市
内
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
人
、

ま
た
は
そ
の
子
、
兄
弟
姉
妹
で
将
来
、
市

内
に
居
住
し
、
起
業
や
再
就
職
を
目
指
し

て
い
る
、
30
歳
以
上
の
人
（
会
社
都
合
に

よ
る
離
職
者
、
３
年
以
上
就
業
実
績
の
あ

る
自
己
都
合
退
職
者
は
、
年
齢
を
問
わ
ず

対
象
に
な
り
ま
す
）。

貸
付
金
額
（
月
額
）

６
万
円
以
内

貸
付
期
間

最
短
６
か
月
か
ら
最
長
３
年
間

返
還
期
間

貸
付
期
間
の
倍
ま
で

保
証
人

２
人
（
う
ち
１
人
は
南
房
総
市

民
で
、
市
内
に
財
産
を
持
つ
人
）

必
要
な
書
類

申
請
書
・
誓
約
書
・
保
証

書
・
保
証
人
の
印
鑑
証
明
・
在
学
証
明

対
象
と
な
る
能
力
開
発
学
校
な
ど

・
学
校
教
育
法
で
定
め
る
大
学
、
大
学
院
、

短
期
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

（
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
）

・
独
立
行
政
法
人
水
産
大
学
校
、
独
立
行

政
法
人
海
技
教
育
機
構
ま
た
は
独
立
行

政
法
人
航
空
大
学
校

・
職
業
能
力
開
発
校
、
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
、
職
業
能
力
開
発
大
学
校
、
職
業

能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

・
法
令
で
国
の
行
政
機
関
の
長
ま
た
は
都

道
府
県
知
事
の
指
定
ま
た
は
認
定
を
受

け
た
教
育
施
設

・
国
内
の
教
育
施
設
で
あ
っ
て
学
校
教
育

に
準
ず
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の

（
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
に
限
る
）

免
除
の
要
件

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

は
、
貸
付
金
の
全
額
ま
た
は
半
額
の
返
還

が
免
除
に
な
り
ま
す
。

・
市
内
で
起
業
し
、
１
年
以
上
営
業
し
た

⑥
独
立
し
た
生
計
を
営
む
連
帯
保
証
人

を
２
人
立
て
る
こ
と

県
農
林
水
産
部
担
い
手
支
援
課

蕁
０
４
３
―
２
２
３
―
２
９
０
４

●
経
営
開
始
型

新
規
就
農
す
る
人
に
、
農
業
を
始
め

て
か
ら
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
最
長
５

年
間
、
年
間
１
５
０
万
円
を
給
付
し
ま

す
。

給
付
者
の
主
な
要
件
（
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
）

①
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
原
則

45
歳
未
満
で
あ
り
、
農
業
経
営
者
と

な
る
こ
と
に
つ
い
て
強
い
意
欲
が
あ

る
こ
と

②
独
立
・
自
営
就
農
で
あ
る
こ
と

③
経
営
開
始
計
画
が
、
国
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と

④
市
が
定
め
た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
へ

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
、
位
置
づ

け
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

⑤
生
活
保
護
な
ど
、
生
活
費
を
支
給
す

る
国
の
ほ
か
の
事
業
と
重
複
受
給
で

な
い
こ
と

地
域
資
源
再
生
課
　

蕁
33
―
１
０
７
３

問
申 問

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学

資
金
貸
付
事
業

そ
の
ほ
か
の
支
援
制
度



入
場
整
理
券
は
、
世
帯
ご
と
に
封
筒
で

郵
送
し
ま
す
。
自
分
の
も
の
を
切
り
離
し

て
、
投
票
日
に
投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
紛
失
し
た
り
届
か
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
が
あ
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
る

病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人
は
、
そ
の
施
設

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
を
希

望
す
る
場
合
は
、
施
設
の
担
当
者
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵

便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

仕
事
、
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票

日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。
住
ん
で
い
る
地
区
に

か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所

で
も
投
票
で
き
ま
す
。

期
間
・
時
間
・
場
所

３
月
１
日
（
金
）

か
ら
３
月
16
日
（
土
）
ま
で

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
８
時
・
市
役
所
別
館
１

３
月
９
日
（
土
）
か
ら
３
月
16
日
（
土
）

ま
で

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
・
朝

夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
三
芳
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン
タ
ー
（
三
芳
地
域

セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

■
入
場
整
理
券
の
裏
面
に
宣
誓
書

今
回
か
ら
、
入
場
整
理
券
の
裏
面
に
宣

4 2013年2月号

年
齢

平
成
５
年
３
月
18
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
　
住
所

平
成
24
年
11
月
27
日
ま

で
に
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
引
き
続
き
市

内
に
住
ん
で
い
る
人

※
南
房
総
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
、
平
成
24
年
10
月
28
日
以

降
に
千
葉
県
内
の
ほ
か
の
市
区
町
村
へ

転
出
し
た
人
は
、
市
区
町
村
長
が
発
行

す
る
「
引
き
続
き
県
内
の
区
域
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
持
参
す
れ

ば
、
南
房
総
市
内
の
投
票
所
で
投
票
で

き
ま
す
。
転
出
先
の
市
町
村
か
ら
さ
ら

に
ほ
か
の
市
町
村
に
転
出
し
た
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

「
一
票
は
　
信
じ
る
人
へ
の
　
思
い
か
ら
」

平
成
24
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
入
賞
作
品

千
倉
中
学
校
　
石
井
幸
奈
ゆ
き
な

さ
ん

任
期
満
了
に
伴
う
千
葉
県
知
事
選
挙
は
、
２
月
28
日
（
木
）
に
告
示
、
３
月

17
日
（
日
）
が
投
票
で
す
。
１
票
を
無
駄
に
せ
ず
、
責
任
を
持
っ
て
投
票
し
ま

し
ょ
う
。
当
日
、
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
　
蕁
33
―
１
１
３
１

問

投
票
日
は
3
月
17
日
（
日
）

千
葉
県
知
事
選
挙

投
票
で
き
る
人

入
場
整
理
券
は
切
り
離
し
て

病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

期
日
前
投
票
は
３
月
16
日
ま
で
に

投票時間　
午前7時～午後8時

せんきょ君

千葉県知事選挙投票所 
地区 投票区 

富浦 
 
 
富山 
 
 

三芳 
 
  
白浜 

千倉 
 
 
 

丸山 
 
 
 
和田 

１ 
２ 
３    
４ 
５ 
６   
７ 
８ 
９   
10 
11 
12 
13

南無谷枇杷倉庫 
市役所別館１ 
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候
補
者
の
氏
名
・
政
見
な
ど
を
掲
載
し

た
選
挙
公
報
を
新
聞
折
り
込
み
で
家
庭
に

配
布
し
ま
す
。

新
聞
を
未
購
読
で
選
挙
公
報
の
郵
送
を

希
望
す
る
人
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
度
、
郵
送
希
望
の

申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
再
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

選
挙
公
報
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

公
共
施
設
に
も
あ
り
ま
す
。

場
所

富
浦
体
育
館
　

予
定
時
刻

午
後
９
時
15
分
か
ら

誓
書
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
記
入
し
て
期
日
前
投
票
所
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
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選
挙
公
報

結
果
は
即
日
開
票

◯
保
護
や
支
援
の
必
要
な

児
童
な
ど
（
要
保
護
児

童
な
ど
）
に
関
す
る
こ

と
。行

政
改
革
推
進
室

蕁
33
―
１
０
３
１

問

業
務
分
担
の
見
直
し
に
よ
り
、
４
月
１
日

（
月
）
か
ら
、
保
育
所
な
ど
の
担
当
部
署
が
、

三
芳
分
庁
舎
の
保
健
福
祉
部
か
ら
丸
山
分
庁

舎
の
教
育
委
員
会
に
変
わ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
に
移
る
主
な
業
務
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◯
保
育
所
に
関
す
る
こ
と
。

◯
学
童
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

当日のサイクリングコース

４
月
１
日
（
月
）
か
ら

保
育
所
な
ど
の
担
当
が
教
育
委
員
会
に
変
わ
り
ま
す

入場整理券裏面の宣誓書

房
総
半
島
ク
ル
ー
ズ
と

春
の
南
房
総
サ
イ
ク
リ
ン
グ
開
催

一
足
早
い
春
の
南
房
総
の
海
と
里
山
の

コ
ー
ス
を
自
転
車
で
走
る
イ
ベ
ン
ト
が
、

２
月
24
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
館

山
夕
日
桟
橋
ス
タ
ー
ト
、
金
谷
港
ゴ
ー
ル

で
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は

３
コ
ー
ス
。
時
刻
は
ス
タ
ー
ト
が
午
前
11

時
頃
、
ゴ
ー
ル
が
午
後
２
時
か
ら
午
後
５

時
の
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
通
過
す
る
時
間
帯

に
よ
っ
て
は
、
道
路
が
渋
滞
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の

安
全
走
行
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
コ
ー
ス

館
山
夕
日
桟
橋
〜
洲
の
崎

〜
相
浜
〜
館
山
〜
金
谷
港

Ｂ
コ
ー
ス

館
山
夕
日
桟
橋
〜
洲
の
崎

〜
相
浜
〜
野
島
埼
〜
安
房
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン→

道
の
駅
鄙ひ
な

の
里→

金
谷
港

Ｃ
コ
ー
ス

館
山
夕
日
桟
橋
〜
洲
の
崎

〜
相
浜
〜
野
島
埼
〜
曽
呂
交
差
点
〜
金

谷
港

東
京
湾
フ
ェ
リ
ー

蕁
０
４
６
―
８
３
０
―
５
６
２
２

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

蕁
33
―
１
０
９
１

問

名
勝
仁
右
衛
門
島

GOAL



…
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
の
感
想
は
？

広
告
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
時
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
や
り
と
り
が
多
く
、
大
容
量
の
画
像
デ
ー
タ
を

瞬
時
に
送
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

…
事
業
の
目
標
や
夢
は
？

地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る
お
店
に
な
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
が
店
内
で
自
由
に
使
え
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ワ
イ
フ
ァ
イ
環
境
も
整
備
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

和
や
か
な
雰
囲
気
の
ス
タ
ッ

フ
。
明
る
い
店
内
。
店
の
周
囲
で

育
つ
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
な
ど
の
無
農

薬
ハ
ー
ブ
。
造
成
で
出
た
岩
で
白

浜
の
波
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
庭
園
。

高
台
に
立
つ
店
か
ら
民
家
の
屋
根

越
し
に
見
え
る
海
の
景
色
。

そ
れ
ら
の
も
の
が
う
ま
く
調
和

し
て
お
り
、
日
常
生
活
と
は
違
う

別
の
空
間
に
い
る
感
じ
が
し
て
、

心
地
よ
か
っ
た
で
す
。

6 2013年2月号

レ
ス
ト
ラ
ン
に
着
く
と
、
笑
顔
の
柳
橋

や
な
ぎ
ば
しマ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
出

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

店
は
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
「
グ
ラ
ッ
ツ
ェ
憲
吾
」
こ
と
宮

田
憲
吾
さ
ん
（
39
）、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
柳
橋
さ
ん
（
36
）、
そ

し
て
、
地
元
白
浜
の
小
峰
絵
美
さ
ん
（
28
）
の
３
人
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

…
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

宮
田
シ
ェ
フ
、
熊
本
県
の
熊
本
市
で
す
。
柳
橋
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
千
葉
市
で
す
。
小
峰
さ
ん
、
白
浜
町
滝
口
で
す
。

…
い
つ
頃
か
ら
南
房
総
へ
来
ま
し
た
か
？
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

宮
田
シ
ェ
フ
、
お
店
の
オ
ー
プ
ン
は
、
２
０
１
１
年
の
１
月

で
す
。
東
京
で
料
理
人
を
し
て
い
る
と
き
か
ら
独
立
希
望
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
土
地
が
、
私
の
気
に
入
っ
て
い
る
イ
タ
リ
ア

で
の
修
業
地
ジ
ェ
ノ
バ
の
海
岸
に
良
く
似
て
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
特
に
岩
の
感
じ
が
そ
っ
く
り
で
す
。
柳
橋
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
シ
ェ
フ
と
は
20
歳
頃
か
ら
の
仲
間
で
、
こ
の
お
店
の

企
画
に
携た

ず
さわ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方
法
は
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
、

お
店
の
イ
ベ
ン
ト
や
季
節
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
お
知

ら
せ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
お
客
さ
ま
が
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
に
、
料
理
や
庭
の
写
真
を
投
稿
し

て
く
れ
る
の
で
、
キ
レ
イ
に
撮
影
し
て
く
だ
さ
っ
た
写
真
を
見

る
と
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
そ
の
人
と
コ
メ
ン
ト
を
送
っ
て

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
＊
で
、
お
客
さ
ま
と
お
店
の
距
離
が
ぐ
っ
と
縮
ま

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

白
浜
で
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い

る
「
オ
ド
ー
リ
・
キ
ッ
チ
ン
」
を
訪
ね
ま
し
た
。
名

前
の
オ
ド
ー
リ
の
由
来
は
、
白
浜
の
小
戸
地
区
と
イ

タ
リ
ア
語
の
「
香
り
」「
料
理
用
の
香
草
」
に
ち
な
ん

だ
も
の
で
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た

起
業
家
紹
介
　
№
３

〝
オ
ド
ー
リ
・
キ
ッ
チ
ン
〞

地
元
の
人
に
愛
さ
れ
、
お
客
さ
ま
皆
さ
ま
が

小
躍
こ
お
ど

り
す
る
よ
う
な
店
に
な
り
た
い
で
す

店
内

南
房
総
産
の
豚
肉
を
使
用
し

た
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
・
タ
リ
ア

テ
ッ
レ

2 1＊
Ｓ
Ｎ
Ｓ
…
人
同
士
の
つ
な
が

り
を
電
子
化
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

オ
ド
ー
リ
・
キ
ッ
チ
ン

蕁
38
│
５
４
７
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.odori-kitchen.com

/

1

和やかな雰囲気のスタッフ。左から宮田さん、小峰さん、柳橋さん

2



地産地消運動2012の 
料理コンテスト 
入賞作品です 

南房総食材使用 

～料理コンテスト入賞作品～ 第4回 
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総 
食材使用 
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山田　彩夢さん　（富浦中学校1年）

材料（4人分）
豚ばら肉（かたまり肉） 200g、塩こうじ　大さじ1、なす
1本、ししとう　4本、かぼちゃ　1/4個、卵　2個、塩　少々、
砂糖　小さじ2、しょう油　適量、紅しょうが（飾り用）適量、
ご飯　適量

審査員特別賞作品「三芳とろぶたの塩こうじ丼
夏野菜添え」

作り方
①　豚ばら肉は、食べやすい大きさにスライスする。切った豚肉に塩こうじを合わせ、1時間くらい漬け置

く。
②　卵をといて砂糖を加え、いり卵を作る。
③　かぼちゃ、なすはくし切りにして、ししとうと一緒に素揚げする。油から取り出した後に、かぼちゃは

塩をふりかけ、なす・ししとうはしょう油に浸す。
④　①の豚肉を焼く。ご飯をよそった器に盛り付け、紅しょうがをのせてできあがり。

材料（1人分）
豚肉（ロース） 5枚、ひじき　20g、ごぼう
半分、しょうが　1片、サラダ菜　2～3枚、塩
こうじ　適量、七味　適量、米　1合、塩・しょ
う油　適量、だし汁　適量

審査員特別賞作品

「まほろばポークの
塩こうじ豚丼」

作り方
①　豚肉に塩こうじをぬり、2時間漬けておく。

お米にひじき、だし汁、塩・しょう油を入れ
炊く（豚肉に味があるので薄味に）。

②　ごぼうを長めのささがきにし、水にさらして
素揚げにする。しょうがは針しょうがを作り、
水に浸しパリっとさせる。

③　豚肉を色よく焼く。
④　ご飯、サラダ菜、豚肉、ごぼう、しょうがの

順に盛り付け、最
後にお好みで七味
をふりかけてでき
あがり。

中野　海斗さん
（富浦中学校3年）

材料（1人分）
アジ　1尾、大葉　4枚、山芋　1/2本、刻み納
豆　1/3パック、うずらの卵　1個、イカ
1/2杯、おくら　2本、海老（ゆでたもの）1尾、
紅しょうが　1片、酢・砂糖・しょう油　適量

審査員特別賞作品

「アジのタタキと
ねばねば4色丼」

作り方
①　山芋の皮をむいてすりおろし、とろろを作っ

ておく。刻み納豆はしょう油を入れてかき混
ぜておく。

②　おくらをゆでて、輪切りにする。イカを刺身
より少し細かく切っておく。イカとおくらを
一緒に混ぜる。アジを三枚におろしてから、
たたきにする。

③　酢に砂糖を入れ、酢飯を作り、どんぶりによ
そう。その上に大葉をのせ、アジのたたき、
イカおくら、刻み納豆、とろろの順に盛り付
ける。

④　③の上に大葉を刻んだものをパラリと散らす。
海老の横から切れ目を入れて開き、その上に
うずらの卵、紅しょうがをのせてできあがり。

能条　結依さん
（富浦中学校3年）
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キムのつぶやき⑤

「
発
生
し
た
料
金
を
す
ぐ
に
お
振
り
込

み
く
だ
さ
い
。
お
振
り
込
み
が
な
い
場
合

に
は
訴
訟
に
な
り
ま
す
」
と
か
、「
す
で

に
あ
な
た
は
裁
判
の
被
告
に
な
っ
て
い
ま

す
」
な
ど
と
い
っ
て
、
商
品
代
金
や
情
報

料
な
ど
の
名
目
で
お
金
を
騙だ

ま

し
取
ろ
う
と

す
る
手
口
が
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
な
じ
み
の
な
い
「
裁
判
」「
被

告
」
な
ど
の
言
葉
に
「
さ
あ
た
い
へ
ん
！
」

と
ば
か
り
に
気
が
動
転
し
、
言
わ
れ
る
ま

ま
に
お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
少
し
落
ち
着
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
本
の
裁
判
で
は
、
原
則
と
し
て
、
訴

え
た
側
の
一
方
的
な
言
い
分
だ
け
で
判
決

（
結
論
）
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
双
方
の
言
い
分
を
十
分
に
検
討
し
た

あ
と
で
判
断
を
下
す
の
が
裁
判
の
原
則
で

す
。ま

た
、「
示
談
に
応
じ
ま
す
」
と
か

「
心
あ
た
り
の
な
い
人
は
、
至
急
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
先
が
書
か
れ
て
い

て
も
、
絶
対
に
連
絡
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

相
手
に
個
人
情
報
を
与
え
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
よ
う
な
通
知
が
届
い
た
と
き
は
、

裁
判
と
い
う
言
葉
を
過
度
に
恐
れ
な
い

消
費
生
活
相
談
窓
口

市
消
費
生
活
相
談

蕁
33
―
４
３
０
０

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

＊
来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課

蕁
33
―
１
０
９
２

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
７
―
４
３
４
―
０
９
９
９

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

問
申

消
費
相
談
窓
口
か
ら
⑥

日本以外の国でお寿司が流行していることをご存じ
ですか？アメリカではお寿司がとても高くて、おしゃ
れなアジア食のレストランで売っています。
私が大学生の頃はお寿司屋さんでウェイトレスとし

てアルバイトをしていて、今は姉が
お寿司屋さんでパートタイムをして
います。アメリカでウェイトレスは
チップが貰えるし、お寿司が高いの
で、お寿司屋さんで働くとお金がか
なり貰えます。
アメリカのお寿司は日本のお寿司

と大変違います。アメリカのレスト
ランでは刺身も握りも売っています
が、きれいな巻き寿司も売っています。それにはさま
ざまな魚が入っていて、クリームチーズやアボガドな
ど、日本ではあまり入れないような食材も入っていま
す。それは日本人にとって不味

ま ず

そうかもしれませんが、
本当はすごくおいしいのです。私のお気に入りは海老
天ぷらとクリームチーズとアボカドで、その上にはう
なぎのかば焼きがのっています。
（写真は、姉が撮影しました）

Did you know that sushi is popular in countries other than

Japan? In the U.S. sushi is very expensive, and is sold at

fancy Asian restaurants.     

During college I worked part-time as a waitress at several

sushi restaurants, and now my sister

works at one too. Since waitresses in

the U.S. receive tips, and sushi is very

expensive, it is a great way to make

money.

Sushi in the U.S. is actually very

different from sushi in Japan. While they 

also sell sashimi and nigiri, restaurants

in the U.S. make elaborate sushi rolls as well. These rolls

contain different kinds of fish and all kinds of ingredients

that aren't really used in Japan, such as cream cheese and

avocado. Mixing all those ingredients together may sound

disgusting, but it's actually very tasty. My favorite sushi roll

had shrimp tempura, cream cheese, and avocado, with eel

sauce on top.

「
裁
判
」
と

い
う
言
葉
を

過
度
に
恐
れ

ず
、
落
ち
着

い
て
、
早
め

に
消
費
生
活

相
談
窓
口
に

ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
電
話

く
だ
さ
い

アメリカのお寿司

南房総市国際交流員

文・訳　Kimberly
キ ン バ リ ー

Miller
ミ ラ ー

アメリカのお寿司 American Sushi
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穴
の
開
い
た
部
分
に
寝
台
ご
と

移
動
さ
せ
て
撮
影
し
ま
す
。

検
査
時
間
は
頭
部
で
２
分
程

度
、
全
身
で
10
分
程
度
で
す
。

検
査
に
よ
る
痛
み
は
あ
り
ま
せ

ん
。
数
ミ
リ
〜
数
セ
ン
チ
間
隔

で
撮
影
で
き
、
画
像
は
検
査
後
、

瞬
時
に
医
師
の
パ
ソ
コ
ン
に
転

送
さ
れ
ま
す
。

③
機
器
の
性
能
は
？

エ
ッ
ク
ス
線
管
球
１
回
転
で

16
枚
の
画
像
が
撮
影
で
き
る
16

列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
で
す
。

①
検
査
方
法

は
？バ

リ
ウ
ム

に
よ
る
胃
や

腸
の
透
視
検

査
で
す
。
集

団
検
診
な
ど

の
際
の
胃
の

バ
リ
ウ
ム
検

査
な
ど
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
治
療
の
た
め
に
肝
臓

や
胆
嚢
た
ん
の
う

に
皮
下
か
ら
針
を
刺
す
な
ど
、
身

体
の
中
に
入
れ
る
医
療
器
具
や
造
影
剤
が
、

ど
の
位
置
で
、
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る

か
を
映
像
で
観
察
し
た
い
と
き
に
利
用
し

ま
す
。

②
検
査
内
容
は
？

食
道
・
胃
・
十
二
指
腸
な
ど
、
上
部
消

①
Ｃ
Ｔ
っ
て
何
？

Ｃ
Ｔ
と
は
、C

o
m
p
u
t
e
d

コ

ン

ピ

ュ

ー

テ

ッ

ド

Tom
ography

ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
写

真
法
）
の
略
で
す
。
身
体
に
エ
ッ
ク
ス
線

を
照
射
し
、

通
過
し
た
エ

ッ
ク
ス
線
量

の
差
を
デ
ー

タ
と
し
て
集

め
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で

処
理
し
て
身

体
の
内
部
を

画
像
化
す
る
検
査
で
す
。

②
検
査
方
法
は
？

Ｃ
Ｔ
装
置
の
寝
台
に
あ
お
向
け
に
寝
て
、

病
院
の
自
己
紹
介
〜
後
編
〜 市立富山国保病院

蕁 58－0301
問

南房総市立

富山国保病院から

化
管
を
検
査
し
ま
す
。
検
査
時
間
は
10
分

程
度
で
す
。

①
検
査
方
法

は
？レ

ン
ト
ゲ

ン
撮
影
と
し

て
最
も
身
近

な
検
査
で
す
。

胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
は

健
康
診
断
な

ど
で
、
皆
さ
ん
も
一
度
は
受
け
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
骨
折
な

ど
の
状
況
を
知
る
に
は
、
も
っ
と
も
優
れ

た
検
査
法
で
あ
り
、
ま
た
腰
痛
な
ど
の
痛

み
の
原
因
を
判
定
す
る
の
に
も
有
効
で
す
。

②
何
が
わ
か
る
の
？

胸
部
で
は
、
肺
炎
、
肺
が
ん
、
心
臓
肥

大
、
血
管
の
太
さ
な
ど
。
腹
部
で
は
、
腸

管
内
ガ
ス
の
状
態
や
胆
石
、
腎
結
石
、
尿

管
結
石
、
腹
水
の
ほ
か
、
腰
椎
・
骨
盤
の

変
形
も
わ
か
り
ま
す
。
骨
格
で
は
、
頭
部

か
ら
足
ま
で
の
全
身
の
骨
が
対
象
で
、
骨

折
、
脱
臼
、
変
形
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

①
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
っ
て
何
？

マ
ン
モ
は
乳
房
を
意
味
し
、
グ
ラ
フ
ィ

は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
意
味
し
ま
す
。

日
本
語
で
は
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
と

な
り
ま
す
。

②
検
査
方
法
は
？

撮
影
装
置
の
前
に
立
ち
、
乳
房
を
圧
迫

検索 南房総市立富山国保病院 

クリック 

外来診療担当表

診療科名 月 火 水 木 金 受付 
時間 

内科・消化器科・ 
呼吸器科・外科・ 
肛門科 

循環器 
（要予約） 

整形外科 ※1 
(隔週金曜日） 

リハビリテー 
ション科 ※2

8:30 
～11:30

14:00 
～16:00 

14:00 
～16:00 

10:00 
～11:30

8:30 
～11:30

鈴木 
山倉 

山倉 
柴田 

鈴木 
柴田 

田中 

鈴木 
生津 

宗藤 

山倉 
生津 
 
鈴木 

なま  つ 

理学療法士 

むねとう 

※１　整形外科の診療日は、電話でご確認ください。
※２　午後は入院者用リハビリです。

Ｃ
Ｔ
検
査

レ
ン
ト
ゲ
ン
テ
レ
ビ

一
般
撮
影

検
査
機
器

板
で
や
や
強

め
に
押
さ
え

平
た
く
引
き

伸
ば
し
て
撮

影
し
ま
す
。

撮
影
は
10
分

程
度
で
す
。

③
何
が
わ
か

る
の
？

触
っ
て
も

わ
か
ら
な
い
よ
う
な
早
期
の
小
さ
な
乳
が

ん
や
、
し
こ
り
を
作
ら
な
い
乳
が
ん
が
わ

か
り
ま
す
。
乳
が
ん
の
早
期
発
見
で
、
乳

房
を
切
除
す
る
こ
と
な
く
完
治
さ
せ
る
こ

と
が
十
分
に
可
能
で
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ



●
こ
こ
ろ
と
こ
と
ば

大
人
の
言
う
簡
単
な
言
葉
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
真
似
を
し
た
が
り

ま
す
の
で
、
大
人
は
良
い
お
手
本
に
な
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
己
主

張
も
強
く
な
り
自
立
の
準
備
期
で
す
。

「
マ
マ
」「
パ
パ
」「
ブ
ー
ブ
ー
」
な
ど

の
片
言
も
話
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
前
歯
が
生
え
そ
ろ
う

平
均
８
本
く
ら
い
が
生
え
そ
ろ
い
ま
す
。

虫
歯
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
お

や
つ
や
歯
磨
き
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

３
歳
頃

■
体
型
に
は
個
人
差

子
ど
も
ら
し
い
５
頭
身
の
体
型
に
な
っ

て
き
ま
す
。
体
格
や
成
長
具
合
は
個
人
差

が
著
し
い
の
で
、
元
気
に
飛
び
回
っ
て
い

る
よ
う
な
ら
、
ま
ず
心
配
な
い
で
し
ょ
う
。

■
運
動
能
力
が
ア
ッ
プ

走
っ
た
り
、
ス
キ
ッ
プ
し
た
り
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
か
ら
だ
を
動
か
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。

箸
を
使
っ
て
食
事
を
し
た
り
、
ボ
タ
ン

を
留
め
る
の
が
上
手
に
な
っ
た
り
、
ハ
サ

ミ
で
紙
を
切
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

■
お
し
ゃ
べ
り
が
多
く
な
る

こ
と
ば
の
数
が
増
え
、
意
味
の
あ
る
会

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
言
い

た
い
こ
と
が
う
ま
く
出
て
こ
ず
、
詰
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

物
事
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
の
で
、
楽

し
い
こ
と
や
、
温
か
い
思
い
出
を
残
す
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
虫
歯
が
増
え
て
く
る

乳
歯
が
虫
歯
に
な
る
と
、
永
久
歯
に
も

影
響
し
ま
す
。
お
や
つ
や
甘
い
も
の
を
欲

し
が
る
時
期
な
の
で
、
周
囲
の
大
人
が
充

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
排
泄せ

つ

の
自
立

お
む
つ
離
れ
が
で
き
る
子
が
増
え
て
き

ま
す
が
、
そ
の
進
み
方
は
千
差
万
別
で
す
。

お
ね
し
ょ
も
ま
だ
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
大

人
が
イ
ラ
イ
ラ
せ
ず
見
守
り
、
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
楽
し
む
く
ら
い
の
姿
勢
が

大
切
で
す
。

■
親
子
関
係
を
大
切
に

子
ど
も
は
小
さ
く
て
も
１
人
の
人
と
し

て
の
人
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
周

囲
の
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
成
長
し
ま
す
。

節
度
あ
る
温
か
い
環
境
で
育
む
こ
と
が
、

気
持
ち
の
安
定
し
た
、
思
い
や
り
の
あ
る

大
人
へ
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

将
来
の
た
め
に
も
良
い
親
子
関
係
を
築

き
ま
し
ょ
う
。

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
建
設
環

境
部
管
理
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、

地
域
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
市
営
住
宅

入
居
申
込
書
」
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

募
集
住
宅

南
三
原
団
地
（
和
田
地
区
）

募
集
戸
数

１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

募
集
期
間

３
月
１
日
（
金
）
か
ら

３
月
11
日
（
月
）
ま
で

家
賃

入
居
す
る
世
帯
員
の
所
得
で

決
定
し
ま
す
。

入
居
資
格

・
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

・
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

・
入
居
時
の
収
入
が
基
準
額
以
内
の
人

・
原
則
と
し
て
市
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
地
が
あ
る
人

・
申
し
込
み
者
本
人
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
家
族
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

入
居
時
期

４
月
上
旬
（
予
定
）

建
設
環
境
部
管
理
課

蕁
33
―
１
１
０
２

問
申

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
は
、

家
族
や
周
囲
の
皆
さ
ん
の
楽
し
み
で
も
あ

り
ま
す
ね
。
今
回
は
、
１
歳
６
か
月
お
よ

び
３
歳
頃
の
お
子
さ
ん
の
平
均
的
な
様
子

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
は
個
人
差
が
大
き
い
の

で
、
あ
く
ま
で
も
目
安
と
し
て
捉
え
て
い

た
だ
き
、
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
歳
６
か
月
頃

●
か
ら
だ
つ
き
は
ス
マ
ー
ト
に

皮
下
脂
肪
が
減
り
、
体
重
の
増
加
に
比

べ
て
身
長
の
伸
び
が
大
き
く
全
体
的
に
ス

マ
ー
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
母
子
健
康
手
帳
の
成
長
曲

線
の
活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
運
動
量
が
増
え
る

上
手
に
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
小

走
り
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
運
動
量
も

ぐ
ん
と
増
え
、
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

手
先
も
器
用
に
な
り
、
ス
プ
ー
ン
を
使

っ
て
食
べ
た
り
、
積
み
木
を
２
・
３
個
重

ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10 2013年2月号　

子
ど
も
の
「
か
ら
だ
」
と

「
こ
こ
ろ
」
の
発
達

健健健健
康康康康
だだだだ
よよよよ
りりりり

健
康
支
援
課

蕁
36
│
１
１
５
２

問
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消
防
庁
長
官
退
職
報
償
　
銀
杯

前
第
１
支
団
　
　
　
　
　
副
団
長
　
川
闢
裕
史

前
第
５
支
団
　
　
　
　
　
副
団
長
　
早
戸
民
夫

前
第
２
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長
　
鈴
木
弘
志

前
第
３
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
溝
口
正
直

前
第
４
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
星
野
末
孝

前
第
４
支
団
第
５
分
団
　
分
団
長
　
小
谷
安
行

前
第
６
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長
　
朝
倉
進
一

前
第
６
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
金
井
　
隆

前
第
６
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長
　
近
藤
津
世
志

前
第
２
支
団
第
２
分
団
　
副
分
団
長

森
　
公
啓

前
第
５
支
団
第
４
分
団
　
副
分
団
長

山
口
昌
宏

前
第
６
支
団
第
１
分
団
　
副
分
団
長

佐
久
間
直
治

前
第
６
支
団
第
４
分
団
　
副
分
団
長

渡
邉
孝
浩

前
第
５
支
団
第
４
分
団
　
班
長
　
　
笠
貫
　
央

前
第
６
支
団
第
１
分
団
　
班
長
　
　
山
田
一
洋

前
第
６
支
団
第
１
分
団
　
班
長
　
　
小
澤
直
樹

前
第
５
支
団
第
４
分
団
　
団
員
　
　
吉
田
竜
二

前
第
５
支
団
第
４
分
団
　
団
員
　
　
田
村
昭
浩

千
葉
県
知
事
　
功
労
章

第
４
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
木
曽
伸
也

第
５
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
志
村
　
仁

第
７
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
小
泉
哲
也

千
葉
県
知
事
　
精
勤
章

第
４
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長
　
　
安
西
一
夫

第
２
支
団
第
６
分
団
　
分
団
長
　
　
山
口
友
和

第
３
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
野
村
一
彦

第
４
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
森
　
一
紀

第
５
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長
　
　
茂
木
　
忍

第
６
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
野
口
　
誠

第
６
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
松
田
浩
史

千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章

第
２
支
団
第
４
分
団
　
団
員
　
　
　
小
藤
田
康
則

第
２
支
団
第
４
分
団
　
団
員
　
　
　
川
名
　
誠

千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章

第
２
支
団
第
２
分
団
　
分
団
長
　
　
岩
撫
和
之

第
２
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
川
崎
祐
一

第
２
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長
　
　
高
山
信
吾

第
２
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長
　
　
小
藤
田
高
明

第
５
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
加
藤
浩
和

第
６
支
団
第
５
分
団
　
分
団
長
　
　
荒
井
祐
司

１
月
17
日
、
千
葉
市
に
あ
る
青
葉
の
森

公
園
芸
術
ホ
ー
ル
で
統
計
功
労
者
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
調
査
に
長
年
尽
力
し
、
功
績
が
顕

著
で
あ
っ
た
小
谷
富
美
子
さ
ん
は
千
葉
県

知
事
表
彰
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
で
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
長
谷
川
美
知
子
さ
ん
は

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

千
葉
県
知
事
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

消
防
出
初
式

統
計
功
労
者
表
彰

１
月
５
日
、
千
倉
総
合
運
動
公
園
で
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

井
田
弘
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
消
防
団

員
２
３
４
人
が
参
加
し
、
関
係
者
や
多
く

の
来
賓
が
見
守
る
な
か
、
服
装
点
検
や
ポ

ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
演
技
を
行

い
、
寒
空
の
も
と
規
律
正
し
い
動
作
を
披

露
し
ま
し
た
。

功
績
者
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主

な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

団旗入場

安全的確なポンプ車操法演技

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

小谷富美子さん
（白浜地区）

長谷川美知子さん
（富山地区）



関
す
る
啓
発
記
事
、
巡
回
予
定
場
所
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

移
動
交
番
の
開
設
時
間
は
、
各
開
設
場

所
で
90
分
ほ
ど
で
す
。

希
望
を
胸
に
　
門
出
を
祝
う

１
月
13
日
、
平
成
25
年
成
人
式
が
白
浜

フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
対
象
者
は
、
平
成
４
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で

の
市
内
中
学
校
卒
業
生
お
よ
び
市
内
在
住

者
の
４
０
７
人
で
、
出
席
者
は
３
３
２
人

で
し
た
。

式
で
は
、
記
念
写
真
の
撮
影
や
安
房
八

幡
太
鼓
の
演
奏
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
思

平
成
24
年
12
月
９
日
に
東
金
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た
第
29
回
千
葉
県
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
研
究
大
会
で
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
川
闢
順
一
郎
さ
ん
（
富
山
地

区
）
と
宇
山
英
裕
さ
ん
（
白
浜
地
区
）
が

千
葉
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
尽
力
し
、
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

な
ど
に
も
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

館
山
警
察
署
の
移
動
交
番
車
が
市
内
６

か
所
ほ
ど
を
毎
月
巡
回
し
、
生
活
安
全
や

防
犯
な
ど
の
相
談
、
遺
失
や
拾
得
な
ど
の

届
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

移
動
交
番
で
は
、
毎
月
、
交
番
だ
よ
り

を
発
行
し
て
お
り
、
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
紙
面
に
は
、
交
番

業
務
の
活
動
状
況
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
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で
、
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
す
る
ま

ち
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

叙
勲
受
章
者
の
紹
介
や
来
賓
祝
辞
の
ほ

か
、
会
場
ス
テ
ー
ジ
の
花
を
生
け
て
く
だ

さ
っ
た
、
観
光
大
使
の
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｏ

か

お

る

こ

さ
ん
の
挨
拶
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
11
月
29
日
・
30
日
、
第
53
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
長

崎
大
会
が
長
崎
県
立
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
闍
橋
嘉

弘
さ
ん
（
富
山
地
区
）
と
藤
浪
一
郎
さ
ん

（
富
浦
地
区
）
が
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
歴
30
年
、
誰
で
も
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
尽
力
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
19
日
、
富
浦
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、

内
房
商
工
会
（
和
泉
善
久
会
長
）、
朝
夷

商
工
会
（
川
名
浩
司
会
長
）、
市
の
３
団

体
に
よ
る
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

約
２
４
０
人
が
参
加
し
、
主
催
者
を
代

表
し
て
石
井
市
長
か
ら
、「
昨
年
は
和
田

や
丸
山
の
道
の
駅
の
整
備
や
、
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。
今
年
は
、
こ

れ
ら
の
事
業
を
地
域
経
済
の
発
展
に
結
び

付
け
た
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
創
造
力
や

意
欲
を
育
ん
で
い
け
る
環
境
を
つ
く
り
、

新
し
い
雇
用
を
生
み
出
す
経
済
対
策
や
将

来
の
地
域
を
担
う
人
づ
く
り
を
行
い
た

い
。
南
房
総
市
民
が
、
自
分
が
生
き
抜
い

て
い
く
た
め
の
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と 挨拶する石井市長

石井市長に受賞を報告した
闍橋さん（右）と藤浪さん（左）

受賞した川闢さん（右）と宇山さん（左）

市役所駐車場で開設中の移動交番

新
春
賀
詞
交
歓
会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
表
彰

移
動
交
番
巡
回
中

今
月
の
表
紙

祝
成
人
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い
出
の
ア
ル
バ
ム
と
し
て
、
新
成
人
が
生

ま
れ
て
か
ら
の
出
来
事
や
中
学
時
代
の
思

い
出
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
の
「
新

成
人
の
誓
い
」
で
は
、
太
期
だ
い
ご

壮
太
郎
さ
ん

（
三
芳
地
区
）
が
、「
両
親
や
家
族
、
恩
師
、

地
域
の
人
々
に
感
謝
し
、
希
望
と
情
熱
を

手
放
さ
ず
、
友
と
と
も
に
力
強
く
生
き
て

い
き
ま
す
」
と
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

川
上
大
樹
さ
ん
（
和
田
地
区
）
は
、

「
今
ま
で
を
振
り
返
り
な
が
ら
周
囲
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
ら

思
考
、
行
動
し
、
大
人
の
自
覚
を
備
え
、

ゆ
く
ゆ
く
は
地
元
に
貢
献
し
た
い
」
と
誓

い
を
述
べ
ま
し
た
。

玄関ロビーで記念撮影

川上大樹さん

ホール内で記念撮影 安房八幡
はちまん

太鼓の演奏が新成人を祝いました

太期壮太郎さん

特設撮影台で記念撮影



業
・
庭
掃
除
・
囲
い
樹
の
苅
り
込

み
・
植
木
の
手
入
れ
・
網
戸
、
障

子
の
張
り
替
え
・
ペ
ン
キ
塗
り
な

ど
多
種
に
わ
た
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

仕
事
の
依
頼
・
入
会
申
し
込
み

・
和
田
・
丸
山
支
部

蕁
47
―
５
４
１
０

・
千
倉
支
部
　
蕁
44
―
１
９
４
０

・
白
浜
支
部
　
蕁
38
―
５
０
１
７

・
内
房
支
部
　
蕁
58
―
０
１
６
４

健
康
支
援
課
　

蕁
36
―
１
１
５
２

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
が
、
12
月
議
会
定
例
会
で
承
認

お
よ
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算

総
額
は
、
２
１
６
億
７
６
２
４
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容

第
３
号
（
２
４
８
０
万
円
）

・
衆
議
院
議
員
選
挙
の
経
費

第
４
号
（
１
億
２
１
０
３
万
４
千

円
）

・
再
就
職
支
援
交
付
金
の
創
設
、

国
や
県
の
補
助
事
業
採
択
に
よ

る
追
加
、
事
業
費
の
確
定
に
伴

う
補
正
、
電
気
料
値
上
げ
に
よ

る
施
設
管
理
費
の
追
加
な
ど
。

問

財
政
課
　

蕁
33
―
１
０
２
２

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
救
援
金

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

名
称

フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
台
風

救
援
金
　

※
通
信
欄
に
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部

台
風
、
ま
た
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
台

風
」
と
記
入
す
る
。

口
座
番
号

０
０
１
１
０
―
２
―

５
６
０
６

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社

期
限

３
月
18
日
（
月
）

方
法

郵
便
振
替
（
送
金
手
数
料

は
無
料
）

※
受
領
証
を
希
望
の
人
は
、「
受
領

証
希
望
」
と
記
入
す
る
。

日
本
赤
十
字
社

千
葉
県
支
部
振
興
課

蕁
０
４
３
―
２
４
１
―
７
５
３
１

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
救
援
金

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

名
称

シ
リ
ア
人
道
危
機
救
援
金
　

※
通
信
欄
に
「
シ
リ
ア
救
援
」
と

記
入
す
る
。

問 問
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市
民
を
対
象
に
、
保
存
期
間
の

経
過
し
た
雑
誌
を
配
布
し
ま
す
。

と
き

３
月
２
日
（
土
）
・
３
日

（
日
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

と
こ
ろ

図
書
館
内
受
付
前

※
１
人
３
冊
ま
で
。
無
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

図
書
館

蕁
40
―
１
１
２
０

市
内
に
在
住
す
る
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
定
年
退
職
者
な
ど
を
会

員
と
し
、
豊
か
な
経
験
と
能
力
を

生
か
し
て
、
希
望
に
応
じ
た
臨
時

的
・
短
期
的
な
仕
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

運
営「

自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
会
員
に

よ
っ
て
自
主
運
営
を
し
て
い
ま

す
。
行
政
機
関
の
支
援
・
指
導
を

受
け
て
い
ま
す
。

主
な
仕
事
内
容

草
刈
り
・
草
取
り
・
温
室
作

問

雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

ご
存
じ
で
す
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
台
風

救
援
金

救
援
金
の
募
集
期
間
の
延
期

シ
リ
ア
人
道
危
機
救
援
金

有 料 広 告

鋸南病院鋸南病院 鋸南病院 診療のご案内 

☆午後も診療しております。 
☆眼科は水曜午前のみ診療 
☆各種健康診断・予防接種も行っております。 

安房郡鋸南町保田359
TEL 0470-55-2125

午
前 

午
後 

月 火 水 木 金 
内科 
外科 
眼科 
総合 

柴田・安達 
金親 
　 

金親 

金親 
石井 
　 

石井 

金親・安達 
石井 
馬場 

清野 

金親・安達 
今村 
　 

清野 

金親・安達 
石渡(整形)

石渡(整形) 
･永岡 外来 

有 料 広 告

診療時間 
9：30～17：30

休  診  日 
水・土・日・祝 

イボ・ほくろの除去、眼瞼下垂手術 
　　　（美容目的を除く） 

○各種保険取扱い 

医療レーザー脱毛 …わき1回3,900円 
しみ取りレーザー（Qスイッチレーザー）…21,000円（2袱まで） 

クリニーク・デル・マーレ館山
形成外科・美容外科・美容皮膚科形成外科・美容外科・美容皮膚科

クリニーク・デル・マーレ館山

館山市西川名1277－1　TEL　0470-29-1900
ホームページアドレスが新しくなりました　新アドレス http://prs.is-mine.net

保険診療 

自費診療 

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３

号
・
第
４
号
が
承
認
・
可

決
さ
れ
ま
し
た

2月の 2月の 

掲 示 板 
1月24日（木）に実施されました
●道の駅和田浦ＷＡ

ワ

・Ｏ
オ

！にシロナガスクジラ骨格標本を展示（3月上旬公開予定）
●福祉避難所の協定締結に向けた介護施設への説明会
●給食食材を提供する生産者と児童の給食交流会
●市消費生活シンポジウムの開催
●丸山地区「フラワーバレンタイン」

1月定例記者会見

資料は、市のホームページでご覧いただけます。
検索 南房総市／定例記者会見 

クリック 

お
し
ら
せ



観
光
協
会
和
田
支
部

蕁
47
―
３
４
７
４

●
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

部
隊
を
指
揮
す
る
幹
部
を
養

成
し
ま
す
。

応
募
資
格

22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
人

受
付
期
間

２
月
１
日
（
金
）

か
ら
４
月
26
日
（
金
）
ま
で

一
次
試
験

５
月
11
日
（
土
）

●
予
備
自
衛
官
補

自
衛
隊
経
験
の
な
い
人
が
、

大
学
生
、
会
社
員
な
ど
の
ま
ま

で
訓
練
に
参
加
で
き
る
制
度
で

す
。応

募
資
格

18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
人

受
付
期
間

４
月
３
日
（
水
）

ま
で

試
験

４
月
12
日
（
金
）、
13

日
（
土
）、
14
日
（
日
）、
15

日
（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日
。

自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力

本
部
館
山
分
駐
所

蕁
22
―
０
３
８
５

０
９
０
―
９
９
５
８
―
８
８
５
１

問
申

問
申

口
座
番
号

０
０
１
１
０
―
２
―

５
６
０
６

加
入
者
名
　
日
本
赤
十
字
社

期
限

３
月
29
日
（
金
）

方
法

郵
便
振
替
（
送
金
手
数

料
は
無
料
）

※
受
領
証
を
希
望
の
人
は
、「
受

領
証
希
望
」
と
記
入
す
る
。

日
本
赤
十
字
社

千
葉
県
支
部
振
興
課

蕁
０
４
３
―
２
４
１
―
７
５
３
１

美
し
い
景
観
と
歴
史
、
自
然

豊
か
な
里
山
を
み
ん
な
で
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

３
月
３
日
（
日
）

午
前
９
時
集
合
、
午
後
２
時
解

散
。
小
雨
決
行
。

集
合
場
所

道
の
駅
和
田
浦
Ｗワ

Ａ
・
Ｏオ

！

コ
ー
ス

Ｗ
Ａワ

・
Ｏオ

！
〜
真
浦
天

も
う
ら
て
ん

畑ば
た
け（
花
摘
み
）
〜
威
徳
院
（
元

禄
大
津
波
到
達
点
碑
・
供
養
塔

見
学
）
〜
Ｗ
Ａワ

・
Ｏオ

！
（
昼
食
）

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費

１
５
０
０
円
（
昼
食

代
・
保
険
料
・
花
摘
み
代
込
み
）

申
込
期
限

２
月
25
日
（
月
）

問

152013年2月号　

昔
む
か
し
、
房
州
一
帯
が
大
き
な
旱
魃
か
ん
ば
つ

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
野

も
山
も
草
木
は
枯
れ
、
地
面
は
割
れ
て
一
滴
の
水
も
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
す
べ
て
が
餓
死
が

し

寸
前
の
状
態
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
村
中
が
恐
ろ
し
い
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
忽
戸

の
村
役
人
た
ち
は
相
談
を
し
て
、
村
の
氏
神
・
春
日
明
神
（
今
の
荒あ
ら

磯い
そ

魚う
お

見
根
み

ね

神
社
）
の
本
社
で
あ
る
、
奈
良
の
春
日
大
明
神
に
雨
乞
い

の
お
願
い
に
行
き
ま
し
た
。

春
日
大
明
神
で
は
能
の
舞
を
伝
授
さ
れ
、「
こ
の
舞
は
、
三
番
叟
と

い
う
春
日
大
明
神
の
舞
で
あ
る
。
こ
れ
を
神
前
に
奉
納
す
れ
ば
三
日

以
内
に
雨
が
降
る
」
と
神
の
お
告
げ
を
受
け
ま
し
た
。

村
役
人
た
ち
は
教
え
ら
れ
た
三
番
叟
を
急
ぎ
持
ち
帰
り
、
早
速
、

氏
神
に
奉
納
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
一
天
に
わ
か
に
か
き
曇
り
、
雨

が
滝
の
よ
う
に
降
り
出
し
た
の
で
す
。
野
に
も
山
に
も
水
が
と
う
と

う
と
流
れ
て
、
緑
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
そ
し
て
農
産
物
は
豊
作

に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
忽
戸
の
村
人
た

ち
は
、
こ
の
三
番
叟
を
有
難
い

神
の
舞
と
し
て
あ
が
め
、
毎
年

旧
暦
六
月
十
五
日
を
祭
日
と
し

て
氏
神
に
奉
納
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。

※
こ
の
舞
は
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第82話
生稲謹爾

「忽戸の
三番叟
さんばそう

」

共
歓

き
ょ
う
か
ん

ハ
イ
キ
ン
グ

忽戸の三番叟
（昭和45年1月28日県指定）

ぼ
し
ゅ
う

・ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter(ツイッター)アドレス
http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
http://www.chiba-tv.com/shicho/
（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

総人口（－64） 
42,221人 
男（－20） 
20,248人 
女（－44） 
21,973人 
世帯数（－15） 
17,342世帯 

出生 15人 

死亡 95人 

転入 82人 

転出 66人 

人口の動き （平成25年2月1日現在） 
（　）内は前月比 ※外国人住民を含みます。 

自
衛
官



私
た
ち
北
三
原
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
和
田
地
区
の

小
川
区
、
下
区
、
中
区
の
花
好
き
が
集
ま
っ
て
、
県
道
南

三
原
停
車
場
丸
線
（
北
三
原
地
区
を
走
る
県
道
）
沿
い
に

年
２
回
、
春
用
と
夏
・
秋
用
の
季
節
の
花
を
植
栽
し
て
い

ま
す
。
場
所
は
、
県
道
沿
い
に
あ
る
真
心

ま
ご
こ
ろ

花
壇
、
県
道
沿

い
の
歩
道
の
プ
ラ
ン
タ
ー
、
旧
北
三
原
幼
稚
園
付
近
の
花

壇
で
す
。

昨
年
12
月
10
日
、
真
心
花
壇
に
春
用
の
花
の
ビ
オ
ラ
を

８
０
０
本
植
え
ま
し
た
。
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
耕
運
機
で

土
を
柔
ら
か
く
し
て
植
え
終
え
る
ま
で
、
約
２
時
間
の
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
花
を
植
え
、
見

る
の
も
楽
し
み
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
一
緒
に
作
業
す
る

仲
間
と
の
語
ら
い
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
料
理
の
話

で
あ
っ
た
り
子
ど
も
や
孫
の
話
で
あ
っ
た
り
と
、
た
わ
い

も
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
な

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
多
く
の
場
所
に
植
栽
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

活
動
費
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
花
の
苗
や
宿
根

草
、
花
木
を
寄
付
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

ご
連
絡
い
た
だ
け
た
ら
、
取
り
に
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
花

好
き
な
人
・
興
味
の
あ
る
人
は
一
緒
に
作
業
し
ま
せ
ん

か
。
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

北
三
原
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

代
表
　
羽
山
光
枝

蕁
47
―
２
４
７
１

問

16 2013年2月号　

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
２
月
号

平
成
25
年
２
月
14
日
発
行

発
行
　
南
房
総
市
　
〒
２
９
９
―
２
４
９
２

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集
　
情
報
推
進
課
　
蕁

０
４
７
０
│
33
│
１
０
０
３

FAX

０
４
７
０
│
20
│
４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
簟

会員皆さんの笑顔が楽しみで活動しています

〜
北
三
原
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜

代
表
者

羽
山
光
枝
　
会
員
　
20
人

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
課
　
蕁

33
│
１
０
０
５

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

http://civil.m
boso-etoko.jp/

問

南房総南房総ファミリアクリニック 南房総南房総ファミリアクリニック 南房総ファミリアクリニック 

詳細情報詳細情報はHPHPもしくはお電話電話にてお問い合わせください 詳細情報はHPもしくはお電話にてお問い合わせください 

南房総ファミリアクリニック 検索 
蕁 04700470－2020－61716171
南房総市本織南房総市本織4343－1
蕁 0470－20－6171
南房総市本織43－1

内　科（月～土曜日） AM 9：00～12：00 
PM 2：30～  6：00

AM 8：40～11：30 
 AM 9：00～12：00 
PM 1：00～  3：00

小児科・皮膚科 
  （火・水・金・土曜日） 
整形外科 （毎週木曜日） 

診療のご案内 


